
二十歳のつどい
実行委員長
吉野 哲平さん

　

令
和
８
年
１
月
11
日
（
日
）、

中
央
公
民
館
に
お
い
て
、「
令
和

８
年　
境
町
二
十
歳
の
つ
ど
い
」

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
十
歳
の
健
や
か
な
心
身
の

成
長
と
成
人
と
し
て
の
門
出
を

祝
福
す
る
た
め
、
式
典
で
は
、

橋
本
町
長
を
は
じ
め
、
多
く
の

来
賓
の
方
や
恩
師
の
方
な
ど
が

列
席
し
、
二
十
歳
に
な
ら
れ
た

皆
さ
ん
に
向
け
、
お
祝
い
の
言

葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
二
十
歳
の
皆
さ
ん
に
、

今
年
開
催
の
「
利
根
川
大
花
火

大
会
」
へ
の
招
待
と
、「
廻
転
鮨　

銀
座
お
の
で
ら　

境
町
店
」
の

食
事
券
を
町
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
サ
プ
ラ
イ
ズ
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
豪
華
な
景
品
が

当
た
る
抽
選
会
な
ど
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

恩
師
や
旧
友
と
の
再
会
に
笑

顔
が
あ
ふ
れ
、
家
族
の
方
々
と

記
念
撮
影
を
し
た
り
、
昔
を
懐

二十歳の皆さんへお祝いの
言葉を述べる橋本町長

境二中恩師・林久悦先生によ
る贈る言葉

境一中恩師・関口克英先生
による贈る言葉

か
し
ん
だ
り
と
、
に
ぎ
や
か
な

様
子
が
う
か
が
え
、
そ
れ
ぞ
れ

二
十
歳
に
な
っ
た
想
い
を
胸
に
、

新
た
な
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
た
。

　
こ
の
二
十
年
間
、
私
た
ち
は
学
生
時
代
を
共

に
し
た
友
人
、
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
た
家
族

や
先
生
方
、
そ
し
て
地
域
の
皆
様
が
い
た
こ
と

で
、
今
日
と
い
う
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
現
在
、
私
は
大
学
通
学
の
た
め
、
一
人
暮
ら

し
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
境
町
に

帰
省
す
る
と
、
何
気
な
い
地
元
の
風
景
や
、
久

し
ぶ
り
に
再
会
し
た
友
人
、
地
域
の
方
々
と
の

交
流
を
通
し
て
、
改
め
て
境
町
の
ぬ
く
も
り
を

感
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
度
に
、
楽
し
か
っ
た

日
々
の
思
い
出
が
蘇
り
、
心
が
安
ら
ぎ
ま
す
。

こ
れ
ら
一
つ
一
つ
の
出
来
事
が
、
私
た
ち
を
成

長
さ
せ
、
自
己
を
形
成
す
る
大
切
な
糧
と
な
り

ま
し
た
。

　
去
年
、
日
本
は
戦
後
か
ら
八
十
年
を
迎
え
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
現
代
の
日
本
で
は
「
人
生
百

年
時
代
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は

こ
の
長
い
人
生
に
対
し
て
、
一
切
妥
協
す
る
こ

と
な
く
、
平
和
で
公
正
な
社
会
を
築
き
、
一
瞬

一
瞬
を
大
切
に
生
き
て
い
く
使
命
を
担
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
大
切
に
育
て
て
く
れ
た
家

族
や
苦
楽
を
共
に
し
た
友
人
な
ど
、
今
ま
で
育

ん
で
き
た
全
て
の
出
会
い
と
経
験
を
糧
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
を
当
た
り
前
と
思
わ
ず
に
、

大
切
に
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
目
ま
ぐ
る
し
く
移
り
変

わ
る
世
の
中
を
、
不
撓
不
屈
の
精
神
の
下
、
こ
こ

に
集
う
私
た
ち
一
人
一
人
が
強
く
生
き
抜
い
て
い

く
こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
、
謝
辞
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
一
部
抜
粋
】

謝
　
辞

令和８年「二十歳のつどい」の対象者は、男性 160 名、女性 126 名の合計 286 名です。対象者が生まれた平成 17 年４月
２日から平成 18 年４月１日までの主な世相は、3 月～ 9 月まで愛知県で「愛・地球博」（愛知万博）が「自然の叡知」をテー
マに開催され、国内外から多くの来場者が訪れ、環境意識の高まりを感じる年となりました。また、イタリアトリノで開催
された「トリノ冬季オリンピック」では、フィギアスケートで荒川静香選手の金メダル獲得に、日本中が沸きました。

出来事出来事

町長をはじめ、役場職員
や地域の方々、家族や友
人の支えに感謝していま
す。抱負は「挑戦を止め
ないこと」です。多くの
経験を通して自分の可能

未
来
へ
羽
ば
た
け　

２
８
６
名
の
二
十
歳
が
集
う

二
十
歳

二
十
歳

周囲への感謝と責任を
忘れずに行動できる大
人になりたいと思いま
す。副実行委員長とし
て式典に関わった経験
を生かし、これからも

二十歳を迎え、これか
らの過ごし方を意識す
るようになりました。
大人としての責任を持
ち、周囲への感謝を大
切にして、自分のペー

二十歳という節目を迎
え、これまで支えてく
ださった方々への感謝
を忘れず、将来の目標
に向けて地道な努力を
重ね、自らの選択と行

自分の言葉と行動に責
任を持ち、常に成長を
意識して歩んでいきた
いと思います。感謝の
心を忘れず、挑戦を恐
れない姿勢で、周囲か

二十歳になり、ついに
大人の仲間入りをしま
したが、実感はあまり
ありません。完璧な大
人にはまだなれそうに
ありませんが、笑いな

二十歳を迎え、大人と
しての責任を自覚し、
一つ一つの行動に意味
を持って過ごしたいと
思います。また、感謝

私にとって二十歳は学生
を終える年となり、大き
く環境が変わり不安はた
くさんありますが、どの
様な環境でも負けずに
私らしく生きていきたい

これまで支えてくれた
家族や周りの方々への
感謝の気持ちを忘れ
ずに、自立した大人に
なれるよう目標を持っ
て努力していきたいで

支えてくれた人への感
謝を忘れず、持ち前の
明るさと元気を大切に
して生きていきたいで
す。そして、いつか大
好きな人と家庭を築

栄養士として社会に出
ます。食を通して人々
の健康や生活を支えな
がら成長していきたい
です。また、これまで
支えてくれた両親へ、

二十歳になって、これ
から先いろいろな出
来事が待っていると
思いますが、家族や
友人、地域の方々と
の縁を大切にしなが

アトラクション
澤田 心美さん

（上町）

性を確か
め、 前 向
きに歩ん
でいきた
いです。

人と協 力
しな がら
成 長して
いきたい
です。

動に責任
を持 てる
大 人にな
ることを
抱 負とし
ます。

ら信 頼さ
れる大 人
に なりた
いです。

がら成長で
きる二十歳
を目指しま
す！！

の気持ちを
忘 れず、 社
会に貢献で
きる人間に
なれるよう
に努力して　 
　参ります。

と思います。ま
たいつか私は両
親を超えられる
様な素敵な親に

す。人との出会
いを大切に
しながら
将来の夢
に向かって
頑張ります！

き、子どもを
授かった時に
は、母のよう
に愛情深く、
しっかりとし
た女性になり　　
　たいです。

ら毎日を日々
励んでいきた
い と 思 い ま
す。

一日でも早
く恩 返しが
で きるよう
歩んで いき
たいです。

スで成長し
ていきたい
です。

なって恩返
しをしたい
です。

実行委員インタビュー

令
和
８
年

謝辞
吉野 哲平さん

（宮本町）

開式の言葉
村上 虹光さん

（松岡町）

ピアノ伴奏
根本 心那さん

（伏木）

司会
中村 栞さん

（旭町）

司会
斉藤 翼さん

（松岡町）

来賓紹介
菅谷夢叶さん
（みらい平）

祝電披露
寺門 風海さん

（宮本町）

祝電披露
小島 にこさん

（旭町）

閉式の言葉
生沼 彩花さん

（上小橋）

アトラクション
石綿 佑果さん

（蛇池）

アトラクション
内海 太希さん

（旭町）
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